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この度は、スタンドバッグ角プロⅡ型2操作式をお買い上げいただきまして誠にありがとうございました。
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【7】各部名称（略図）
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⑯ ロッドD縛りひも×4

組み立て要領

（3）ロッドDを少し曲げ両サイドのロッド
D通し部に差し込み中央のしばりひ
もをくくる。

（2）グラスファイバーロッドＡをロッドＡ通
し（中部）に入れ、上部通し部にくぐら
せ下部に持っていきセットする。

　　ロッドＡ上部にキャップを取り付ける。
　　その後、上部通し部に付いているテー

プを結んで下さい。

（1）グラスファイバーロッドＡを本体側面
（4カ所）に取り付けます。
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この度は、スタンドバッグ角プロⅡ型2操作式をお買い上げいただき誠に有難うございます。
安全で快適な農作業をしていただくためにも、正しい取扱をして下さるようにお願い致します。

クロスコンテナの定義と、取扱いの基本事項について
1. 〈定義〉
クロススタンダード形
充てん・排出回数を数回又は1年を限度として使用するように設定されたコンテナ。なお、この分類に該当するコンテナは、破損したもの
を使用したり、修理してはならない。ただし、取り外し可能な内装袋（内袋）の交換及び結束部品などの荷重を負担しないベルトなどの部
品を交換して使用する場合、修理とはみなさない。

2. 〈取扱いの基本事項〉
2-1　

2-2

2-3

2-4

クロススタンダード形の製造メーカーによる品質保証は、フレキシブルコンテナ工業会の指針として納入日より1年または1回とし
ております。1回目の使用時に製造上での問題で製品自体に不具合が発生したり、破損した場合は、メーカー保証としてコンテナの
無料取替えなどいたします。
納入から1年を限度として数回使用可能なクロススタンダード形のコンテナであっても2回目以降の製品自体の保証はいたしませ
ん。納入日より一年経過したコンテナはご使用しないでください。
数回使用可能なクロススタンダード形コンテナでも、コンテナの定義にありますように修理しての再使用はできません。内装袋の
取り替えは、修理とみなしませんが、しめベルトを除き、取り替え可能なつりベルトの交換は、荷重を負担するベルトの交換にあた
り修理とみなされますので注意ください。
つりロープ、つりベルト及び接合部がすり切れていないか、糸がほつれていないか、入念に点検してください。
この部分が痛んでいると、落下事故及び荷崩れが起こり非常に危険です。
クロススタンダード形のコンテナを再使用する場合でも、前述の点検を行い、使用上安全であることを確認してください。なお、前
述のような異常現象が現れている場合危険ですから必ず廃棄してください。

①ご利用前には必ずスタンドバッグ角プロ2操作式の各部を点検して下さい。

スタンドバッグ角プロ2操作式

フォークリフトの爪に直接スタンドバッグ角プロ2操作式を吊り下げますと、本体の吊り部とロープ
が破損する恐れがあります。 ［専用の吊りアタッチメントか適当なつり金具を使用して下さい。フォー
クリフトの爪に布などの当て物（丸みのあるさやフォーク等）を使用して下さい。フォークリフトの爪
を広げすぎないようにして下さい。］※アタッチメント（当社商品ではらくらくハンガーをご用意して
おります。）
フォークリフトで吊り上げた状態での長い距離の移動、又地面に凹凸のある場合、スピードの出し過ぎ、急
停車、急発進は避けて下さい。フォークリフトの横転、スタンドバッグ角プロ2操作式の吊り部を破損する
恐れがあります。（原則として積み込み以外の移動にはパレットを使用して下さい。）

危険
危険

万が一の落下に備え、いつ
でも退避できる位置、姿勢
で作業してください。
安全に退避できるスペース
を必ず確保してください。退避スペースの確保


